
 

 

 

 

 

2025 年 11 月 20 日 

無印良品 年末年始に合わせた季節限定の食品を発売 

縁起のよい色や食材を使った食品が今年も登場 

無印良品を展開する株式会社良品計画（東京都文京区／代表取締役社長 清水 智）は、年末年始の人が集

まる機会が増える時期やお祝いの時期に合わせて、年越しや年明けを楽しめる、年越しそばや紅白のお菓子などを含む、

全 22 種類を、11 月 26 日（水）より季節限定で、全国の無印良品の店舗にて順次発売します｡ 

 

良品計画は、「感じ良い暮らしと社会」の実現に向けて、「簡素が豪華に引け目を感じることのない価値観」をもとに、

日常の暮らしを整え、豊かにする事を目指し、商品・サービスを企画・販売しています。食品においては、食の楽しさとおい

しさをお届けするべく、季節に合わせた商品も季節限定で発売しています。 

今回は、年末年始にぴったりな「出雲そば」や「炊き込みごはんの素 瀬戸内海産牡蠣とごぼうのごはん」、「ぜんざい」、

「いちごとミルクの紅白カットバウム」などの新商品や、昨年もご好評いただいた「すゑひろがりカレー」や「福飴」、「紅白まん

じゅう」などを発売します。また、ご挨拶やギフトにも使える 2026 年の干支である「馬」デザインのパッケージを使った商品を

拡充し、ラインナップを豊富に取り揃えて展開します。 

 

 

 

 

 



■一年を締めくくる年越しそば 

今回は、日本三大そばのひとつ、「出雲そば」を発売します。そばは、香りと風味を生かすた

め、そばの実を甘皮まで丸ごと挽いて仕上げました。つゆは、鰹節・昆布・椎茸の合わせだしで

香りよく仕上げ、温かいそばでも、冷たいそばでもおいしくお召し上がりいただけます。 

 

 

 

■ハレの日に楽しめる炊き込みごはんの素 

年末年始のハレの日に福を牡蠣（かき）こめる商品として、「炊き込みごはんの素 瀬戸内

海産牡蠣とごぼうのごはん」を発売します。瀬戸内海の豊富なプランクトンを餌として養殖された

旨みのある牡蠣に、香ばしいごぼうをあわせ、昆布仕立てのだしで香り良く炊き上げるごはんの

素です。甘い香りの温州みかんの果皮で牡蠣の磯の香りを引き立てています。 

 

 

■温めるだけで食べられる季節の和菓子 

温めるだけで手軽に楽しめる、冷凍食品の「ぜんざい（つぶあん）」と「もちきびぜんざい（こしあん）」の 2 種と、レトル

トの「北海道産小豆ともち麦のぜんざい」を発売します。 

 

●冷凍食品の「ぜんざい（つぶあん）」と「もちきびぜんざい（こし

あん）」 

素材のおいしさを生かした、温めるだけで手軽に楽しめるカップ入りの

ぜんざいです。あんこは北海道十勝産の小豆を使用し、甘さにこだわり

ました。もち米は、北海道産の「きたふくもち」という品種を使用し、もち

米を蒸した後、杵と臼でつきコシと粘りのあるおもちに仕上げました。レン

ジ加熱でもおもちのコシが失われにくいのが特長です。 

 

●レトルトの「北海道産小豆ともち麦のぜんざい」 

  煮ても皮切れしにくく、小豆の粒感をしっかり楽しめる北海道十勝産小豆の「きたろまん」を使

用した、もち麦入りのぜんざいです。食感に変化を持たせ、飽きずに最後まで楽しんでいただける

ように、もち麦を加えました。小豆の食感を生かし、本品だけで食べても、焼いたお餅をいれて食

べても甘さが感じられるように仕上げました。 

 

 

他にも、甘酸っぱいいちごの風味の生地と、ミルク風味の生地を 2 層に仕立てた「いちごとミルクの紅白カットバウム」や、

ちょっとした年始のご挨拶にもおすすめの商品として、無印良品で人気の「チョコようかん」、「黒豆茶」などを、2026 年の

干支である「馬」デザインのパッケージで発売します。  

 

 

 

 

 

 

 

 



◆商品ラインナップ 

 

報道関係の方のお問い合わせ先：株式会社良品計画 広報・ESG 推進部 広報課 rk-pr@muji.co.jp 


